
十合

空

考

刺

一
、
序
言

二
、
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
語
史
料
に
み
え
る
宏
、
吋
由
民
自
主
去
り
釦

ZE--

三
、
漢
文
史
料
に
み
え
，る
「
逮
干
」
「
達
刺
干
」
「
苓
刺
翠
」

図
、
ベ
ル
シ
7

語
史
料
に
み
え
る
去
、
叶

2
r
Eロョ

豆

、

結

語

序

= Eヨ

本
稿
は
元
史
に
「
文
ロ
刺
四
一
ご
と
い
う
形
で
登
場
す
る
モ
ン
ゴ
ル
族

の
聞
の
特
権
享
受
者
ダ
ル
ハ
ン
(
ロ
月
官
ロ
)
の
特
権
の
内
容
、
そ

れ
が
果
た
し
た
政
治
的
・
吐
曾
的
機
能
を
漢
文
、
蒙
古
語
、
ベ
ル
シ

ア
語
等
の
諸
文
献
に
み
え
る
記
載
と
比
較
し
つ
つ
追
究
し
た
も
の
で

あ
る
。
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蒙
古
語
形
ロ
日
官
ロ
は
ト
ル
コ
語
形
叶
但

2
8
に
相
臆
す
る
も

と
の
語
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
欧
米
の
東
洋
事
界
で
盛

の
で
あ
り
、

恵

谷

俊

之

ん
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
ま
ず

戸
切
2
2広
岡
目
氏
が
、
一
九
一
七
年
に
、
止
、
『

Z
冨

gm百
戸
叶
丘
四

拳
界
に

-61ー

叶，

R
-Fr白ロ

w

・

c-HN・〉・
ω・
思
い
q
u
M
M
・8
A
F
)

を
護
表
し
、

論
題
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
首
時
、

イ
ン
ド
の
モ
ゴ

1
ル
朝
史
の

研
究
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
同
氏
が

「
ア
ク
パ
ル
貫
録
」
(
〉

5
R
'

Z
劃
自
己
や
「
ラ
シ

l
デ
イ
l
史
」
(
叶
但
ザ
伴
}
巳
】
N
S
Y
位
。
に
み
え

る
叶
恒
一
円

rr削ロ

の
語
義
説
明
と

古
代
北
イ
タ
リ
ア
の
エ
ト
ル
ス

キ
l
人
の
タ
イ
ト
ル
叶

R
gロ
ま
た
は
、
叶
日
口
roロ
と
の
関
連
性
、

同
一
性
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
頁
足
ら
ず
の
小
論
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は
、
意
外
に
国
学
界
の
反
響
を
呼
び
、
翌
年
、

同り・
4
〈・

叶

Y
O
B
S
氏

が
同
誌
に
、
E

叶
NHHWYω
ロ
自
門
戸
吋

Rρ
巳
E
5
3
C・
m-〉・
ω・
E
H∞u

3
・H
N
N
l
ω
)

を
寄
稿
し
、
切

2
2巳
哲
氏
の
大
櫨
の
論
旨
支
持
を

表
明
す
る
一
方
、
切
。

gHF仏
閃
由
民
が
モ
ン
ゴ
ル
・
タ
イ
ト
ル
と
し
た

ζ

と
に
封
し
、
当
・
己
M
O
包
括
ロ
の
オ
ル
ホ
シ
碑
文
に
同
語
が
登
場
す

「叶

R
E
H
P
P
斗

Q
百
一
足
、
は
ト
ル
コ
語
起
源
で
あ
っ

る
こ
と
か
ら
、

て
、
中
園
語
、
も
し
く
は
そ
の
他
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
は
な
い
と
恩

わ
れ
る
。
」
(
円
巧
・

3
3
5
0匂
・
ロ

X
4
1
8と
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
再
び
切

2
2丘
町
巾
氏
が
同
年
同
誌
次
挽
に
、

Z

吋
R
r
y白ロ

自
門
戸
叶
但

z
d
F
E
5
3
C・
m-〉・
ω・
出
H∞w
u
u・
白
血
|
⑦
と
同
名

モ
ン
ゴ
ル
語
で
あ
る
と
反

の
論
考
を
寄
せ
、

ト
ル
コ
語
で
は
な
く
、

諭
し
た
。
そ
の
根
嬢
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
省
の

Z
・開

-sm
氏

が
切
伺
〈
一
日
正
問
伺
氏
に
示
し
た
浩
翰
な
モ
ン
ゴ
ル
語
辞
典
で
あ
る
と

い
う
。
ハ
国
・

切
巾
〈
巾
同
区
m
n
C勺・口町内・・
M
M

・ω
H

。)

翌
年
、

F
S同
由
同
氏
に
よ
っ
て

(切・

同、担口問
mwHUω
いロ
0
・

切

H
H
白ロ』円
h
w
u

の
E
円
高
0
・
巴
出
、
宅

-
S
N
1
3
乙
の
問
題
が
と
り
あ

げ
ら
れ
た
。
氏
は
、

「
現
在
の
科
撃
の
発
展
段
階
で
可
能
な
限
り
正

確
に
こ
の
需
の
初
期
の
歴
史
を
跡
づ
け
る
必
要
を
感
じ
る
」
と
前
置

き
し
て

「
E
R一
恒
ロ
と
い
う
諾
は
古
代
ト
ル
コ
語
起
源
で
あ
っ
て
、

モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
な
い
」
(
切
・

F
E
F
H
U
O匂
-
n
F
了間】・

3
3
と
し

た
。
ま
た
、
唐
代
に
初
め
て
記
録
さ
れ
、
オ
ル
ホ
ン
碑
文
(
巾
H
-

〉同)伊

叶
M
H
H
E
ロ
)
、
唐
書
の
隻
方
に
登
場
す
る
こ
と
、

古
代
中
国
語
の
相
封
す
る
も
の
が
存
在
し
な
い
か
、
も
し
く
は
未
だ

こ
の
タ
イ
ト
ル
に
は

発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
し
た
ロ
(
回
・

戸空』同日
H

・u

岡、
0
0
・
ロ
昨
・
〉

さ
ら

に
、
チ
ベ
ッ
ト
史
料
の

P
H
l
r〆
ロ
は
ウ
イ
グ
ル
語
の

S
H岡
田
ロ
か

ら
の
音
潟
で
あ
る
と
し
、
蒙
古
族
の
聞
で
は
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
決
し

て
ひ
ろ
く
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
サ
ナ
ン
・
セ
チ
ェ
ン
の
蒙
古
源

流
に
登
場
し
な
い
し
、
満
洲
語
そ
の
他
の
ツ
ン
グ

l
ス
系
諸
語
も
蒙

nJu 

n
h
v
 

古
語
か
ら
借
用
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
蒙
古
族
の
聞
で
は

比
較
的
新
し
い
時
代
に
属
す
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
た
。
(
∞
-

戸
日
口
問
'

四円一

o
u・ロ
FW
切・

3
6
(な
お
、
蒙
古
族
の
間
で
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ

な
か
っ
た
と
い
う
貼
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
章
で
説
く
よ
う
に
、
明

ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
〉

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
年
(
一
九
三

O
〉
に
発
表
さ
れ
た
「
回
鵠
文

閥
単
尼
教
徒
祈
願
文
の
断
簡
」

(
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
所

収

羽
田
亨
博
土
は
、

そ
の
ウ
イ
グ
ル
文
の
テ
キ
ス

に
お
い
て

ト
A
の
九
行
目
に
登
場
す
る
可
ρ
自
に
註
し
て

「伸一円門出回ロ

自日
ち

z
z
gは
よ
く
知
ら
れ
て
居
る
語
で
、
唐
書
突
阪
停
に
記
し
て
あ
る



そ
の
大
臣
二
十
八
等
中
の
。
達
子
。
に
嘗
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
も

ト
ル
コ
語
の

S
2
2
は
買
は
漢
語
の
多
遼
官
。

の
輸
入
さ
れ
た
も

の
に
外
な
ら
ぬ
と
考
え
る
。
本
来
漢
語
で
あ
る
も
の
を
漢
語
と
は
心

づ
か
な
い
で
、
普
通
の
外
園
語
と
し
て
漢
人
が
扱
っ
た
例
の
一
つ
に

数
え
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
従
来
の
戸
∞

2
2
M
L哲
氏

の
蒙
古
語
説
、
司
・
4
〈・

H
，
F
O
B
S
-
回

-
F
E町
四
円
雨
氏
の
ト
ル
コ

語
設
に
封
し
て
、
漢
語
説
の
立
場
を
と
ら
れ
た
。
羽
田
博
土
の
こ
の

漢
語
読
は
、
翌
年
巧
・

回
向
口
町
民
と
〉
・

〈
O
ロ
の
白

Z
Z
女
史
に

よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
た
。

4
〈
・
回
胆
ロ
m
ロロ【山

す
な
わ
ち
、

〉・

4
0
ロ

。Hfσ但伊豆

同ロ円山
m
M

円同町ロ

司
A
M

口町

何
H
臼件。ロ

〉ロ州込山、江田口

Z
H

N 
ロ

叶ロ

H1Fロa
叶冊
一円
仲
ク
回
日
一
E
U
H
m
v
h
w
H
-

Q
O
H〕

ω
-
B・
羽
田
博
土
に
操
っ
た
と
明
記
し
て
、
中
園
語

e
謹
官
。
か
ら
の
借
用
と
し
て
い
る
。
比
較
的
最
近
の
研
究
で
は
、

dgぇ
om冊
目
と
祷
家
昇
雨
民
の

ω早
口
回
向
。
ロ
《
凶
叩
同
叶
A
W
H
-
江田口
V
O

トま

同
-kr・

同
町
件
。
与
え
の
E
ロ冊目白

ωonTW4け一子

M
M
-
A
F
ω
ω
 

が
遼
史
の

H
V
V
口白【山町戸
Hvyrr

HmwAF
。・

F
U
0・

「
達
刺
干
」
に
鯛
れ
て
い
る
が
、
叶
R
U
S
H
H
に
つ
い
て
の
従
来
の
研

究
を
ま
と
め
て
い
る
の
み
で
、
特
に
新
し
い
見
解
は
み
あ
た
ら
な
い

ょ
う
勺
あ
る
。
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以
上
、
従
来
の
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
諸
奉
者
の
見
解
を
研
究
史

的
に
眺
め
て
み
た
が

こ
れ
ま
で
の
討
議
は
語
源
的
詮
索
を
中
心
と

し
て
展
開
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
り

そ
れ
は
羽
田
説
の
出
現
に
ょ
っ

一
躍
結
着
を
み
た
吠
態
に
あ
る
。
筆
者
は
い
ま
、
乙
の
語
の
語

源
的
探
究
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
関
心
は
そ
の

意
味
し
た
具
瞳
的
内
容
、
そ
れ
が
北
ア
ジ
ア
遊
牧
民
枇
曾
に
お
い
て

果
た
し
た
政
治
的
・
祉
曾
的
機
能
、
と
く
に
元
代
に
お
け
る
そ
れ
を

把
え
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ひ
ろ
く
ト
ル
コ
系
モ
ン
ゴ

てル
系
遊
牧
民
吐
曾
史
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で

あ
る
か
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

-63-

ト

ノレ

斗コ
釦・

2モ
自ン
-コ

...< ノレ

f;)語
.0史
S料

に
み

え
る

さ
て

こ
の
語
が
元
来
、

漢
詩
か
ら
の
借
用
語
で
あ
っ
た
に
せ

ょ
、
北
方
ア
ジ
ア
遊
牧
民
社
曾
に
お
け
る
こ
の
タ
イ
ト
ル
の
政
治
的

・
祉
曾
的
機
能
を
把
握
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
彼
ら
北
方
民
族

自
身
が
白
か
ら
の
言
語
で
-
記
録
し
た
文
献
に
登
場
す
る
形
を
濠
め
捉

え
て
お
く
の
が
順
序
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
ず
、

そ
の
語
義
で
あ
る
が
、

ト
ル
コ
語
形

g
R
S
は
、
者
-

H
N

色目

O
R
〈

2
2
n
V
巴
ロ
g
当。
H

件巾円

v
c
n
v
g
L
2
叶

E
F
U
E
'

F
2
0・
d
ーの同胆
a
q
m
ロ
F
E刷
m
w
u
H

句。。・

W
L
・
口
同
・

ω・∞
mh酔
に
、

特



188 

楢
階
級
」
(
仏
叩
円
買
守
口
-
E
1
0
ω
g
ロ
仏
)
で
、
司
ω
4
2
F
の
o
c
込
町
邑
叩

の
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
僻
典
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
税
賦
の
徴
収

掠
奪
に
際
し
、

を
克
ぜ
ら
れ
、

分
取
品
に
劃
す
る
醸
出
を
克
ぬ
が

れ
、
王
の
幕
営
に
出
入
を
許
さ
れ
、
罪
を
犯
し
て
も
取
調
べ
の
謝
象

に
な
ら
な
い
者
を
指
す
と
い
う
。

な
お

マ
フ
ム

l
ド
・
カ

l
シ
ュ
ガ
リ

l
の

「
中
世
ト
ル
コ
語

集
集
」

(
の
-
F
s
r
z
s
R
富
山
丘
町

-Z同
E
R
Z
門
司
2
5
E
R

ロ
同
ロ
r
富
島
自
昆

〉】
1

同
県
H
d
R
Z

F
C
H
d
営
〉
ナ
叶
己
同
町
、

ロ
同
司
胆
ロ

回
口
仏
H
H
M
)
白
色
・
円
冊
目
匂
N
-
m
-
w
H
C
N
∞
・
〉
は
、
g
-
-
M
胆
ロ
山
田
町
一
r
r
r
r
巳
U
2
1
(
一
F
-
p
w

∞
-
H
C
∞
〉
、
芯
己
門
前
三
叶
日
同
色
岳
協
同
町
関
門
町
一
円
四
同
丘
町
ロ
の
}
戸
同
町
胆
ロ
臼
ロ
ロ
門
】
仏
2
1

阿
り
門
町
田
片
山
口
o
z
p
w
∞

-M06
と
解
説
し
て
い
る
。

女
に
、
モ
ン
ゴ
ル
語
形
ロ
日
ρ
匝
ロ
に
つ
い
て
は
、
し
『
・
M

山
・
同
o
d
q
・

丘
町
司
回
E
u
u
-
ロ
Z
o
ロ
ロ
巳
同
町
宮
o
ロ
m
o
-
'
H
N
E
B
-
明
日
ロ
2
2
u
同
但
臼
但
岡
戸
、

叶
O
自
由
H
H
H
U
M
)
・
民
誌
に
よ
れ
ば
、
θ
o
C
4
1
叩
3
R
片
山
田
ZW

@
皆
同
r
v
s
w
-
F
E
E
S一切
O
Z
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
①
職
人
、

H∞仏串・

技
土
、

②
克
税
さ
れ
た
も
の
、

の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。

H

・H
・

ω
ロ
r
E
仏
片
山
富
s
m
o
-
-
臼
ロ
r
'
u
g
g
n
F
H
N
5
3
ロ
r
g
君。
1
2
Z
n
y

Eρ 
..... 

旬
。
件
。
門
田

}UC同
m-

但
も
同
じ
く
、

θ
門戸
2

H

∞ωω
・

∞-
M叶
N
・

回
目
門
】

a

司
2
z
g
g
p
同
位
ロ
回
己
2
u
@
白
山
口
古
門
戸
町
ロ
〉
門
】
叩
】
白
神
但
H
M門

同

開

H
1
v
o
r
g
2
0
門
】
2
4
0
ロ
〉
ゲ
m
m
H
ゲ
叩
ロ
切
民
話
震
は
を
あ
げ
て
い
る

3

ち
な
み
に
、
回
・
J

円
・
〈
】
阻
止
白
山
ユ
回
0
4
は
り
匝
円
以
内
恒
一
ロ
を
①
奴
隷
的

隷
属
よ
り
解
放
さ
れ
、
①
犯
罪
に
謝
す
る
刑
罰
を
克
除
さ
れ
、
①
租

①
 

と
解
し
て
い
る
。
な
お
、
箭

税
賦
役
の
義
務
を
克
ぜ
ら
れ
た
も
の
、

「
苓
刺
牢
g
同
町
E
ロ
は
蒙
古
語
自
在
の
義
に
し
て

②
 

天
子
の
殊
寵
を
蒙
れ
る
人
の
韓
親
に
て
、
そ
の
例
少
か
ら
ず
」
と
し

内
亘
博
士
は
、

て
お
ら
れ
る
。

右
に
よ
っ
て
、
こ
の
語
の
大
瞳
の
意
味
は
掴
め
た
。
衣
に
、
史
料

に
登
場
す
る
具
韓
的
な
形
を
把
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
S
2
8
な
る

語
そ
の
も
の
は
、
北
方
民
族
が
彼
ら
自
身
の
言
語
で
遺
し
た
記
録
の

@
 

中
で
は
、
す
で
に
、
古
代
ト
ル
コ
碑
文
以
来
登
場
し
、
ウ
イ
グ
ル
文

⑤
 

誌
や
、
マ
フ
ム

I
ド
・
カ

I
シ
ュ
ガ
リ
l
の
語
葉
集
に
も
み
え
る
が
、

- 64ー

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
そ
の
具
檀
的
内
容
を
う
か
が
う
に
は
あ
ま
り
に

も
零
細
に
す
ぎ
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も

一
番
ま
と
ま
っ
て
い
て

ま
た
詳
し
い
内
容
を
知
り
う
る
の
は
、
十
三
世
紀
の
初
期
蒙
古
祉
曾

を
描
い
た
元
朝
秘
史
を
も
っ
て
最
初
と
す
る
。
元
朝
秘
史
、

単位九

に
、
は
じ
め
チ
ン
ギ
ス
汗
が
少
年
時
代
、
泰
亦
赤
冗
楊
(
叶
色
n
M
2
5

目〈族
pl vζ 
、ーノ

捕
父 τ え

子ら
にれ
匿ょ
まう
わと
どし
':， tこ

と
き

鎖
見
宰

l
失
刺

(
ω
o
コg'

身
の
安
全
を
え
た
こ
と
に
劃
す
る



感
謝
の
意
味
で
恩
賞
を
奥
え
る
に
あ
た
っ
て
、
実
の
よ
う
に
い
う
。

「
八
さ
て
今
や
、

我、

汝
に
恩
賞
を
輿
え
ん
と
す
る
に
、

し、

カ冶

な
る
恩
賞
を
汝
欲
す
る
や

V
と
尋
ね
た
り
。

(
ω
oミ
開
口
'
W
F
H同
)

(
の
即
日
ゲ
包
)

ソ
ル
ハ
ン
・
シ
ラ

(
作
巳
回
コ

5
)、

は
そ
の
子
チ
ラ
ウ
ン

チ
ン

八
恩
賞
を
賜
う
な
れ

ノ、

イ

ら
と
と
も
に
語
り
て

ば
、
放
牧
地

(
E
E『
〉
を
自
由
に
さ
(
骨

Z
巳
同
'
)
れ
よ
、

メ

ノレ

キ
ッ
ド
族
(
冨

2
E
3
の
地
、

セ
レ
ン
ゲ

3
0
-
g
m
m
o
)
に
放
牧

し
、
自
由
に
さ
れ
よ

c

ま
た
そ
孔
以
上
の
恩
賞
は
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン

が
定
め
た
ま
え
、

V
と
い
え
り
。
か
く
て
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
は
、

八
メ
ル
キ
ッ
ド
の
領
域
、
セ
レ
ン
ゲ
に
放
牧
し
、
放
牧
も
自
由
に
せ

よ
か
し
、
子
孫
の
子
孫
に
到
る
ま
で
弓
箭
を
帯
し
、
杯
飲
を
享
受
せ

ょ
。
九
回
罪
を
犯
す
も
罪
に
お
と
す
な
か
れ

V
と
下
命
せ
り
。

た
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
は
チ
ラ
ウ
ン
・
チ
ン
バ
イ
の
二
人
に
恩
賞
を

奥
え
て
、
入
か
つ
て
チ
ラ
ウ
ン
・
チ
ン
バ
イ
の
南
人
が
語
り
し
言

い
か
で
充
た
さ
ず
に
お
か
れ
よ
う
ぞ
。
汝
ら
チ
ラ
ウ
ン

と
チ
ン
バ
イ
よ
、
汝
ら
二
人
、
そ
の
心
に
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
あ

ら
ば
、
不
足
し
求
む
る
も
の
る
ら
ば
、
か
か
る
際
、
他
人
に
告
ぐ
る

な
か
れ
。
自
か
ら
親
し
く
口
頭
に
て
我
に
汝
ら
白
か
ら
想
え
る
こ

を
想
い
、
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と
を
告
げ
よ
@

そ
の
鉄
乏
せ
る
も
の
は
我
自
身
に
求
む
べ
し
。

V

と
下
命
あ
り
き
。
ま
た
八
ツ
ル
ハ
ン
・
シ
ラ
、
パ
ダ
ィ
、
(
切
包
阻
む
、

キ
シ
ュ
り
グ
(
関
岡
町
ロ
『
)
よ
、
汝
ら
ダ
ル
ハ
ン
た
る
も
の
は
、
ま
た

ダ
ル
ハ
ン
の
特
橋
を
享
受
し
、
多
く
の
敵
を
攻
略
し
、
財
物
を
う

れ
ば
、
え
し
も
の
も
て
所
有
せ
よ
。
野
献
を
圏
む
れ
ば
、
殺
せ
し

も
の
も
て
所
有
せ
よ
。

V
と
下
命
あ
り
き
。

A
ソ
ル
ハ
ン
・
シ
ラ

は
い
わ
ば
タ
イ
チ
ゥ
ト
の
ト
デ
ゲ
(
叶
α仏
om刊
)
の
奴
僕
(
官
-Eロ
)

r'¥ tこ
C〈り
同 ι

旦そ

ハ
ダ
イ
・
キ
シ
リ
グ
の
二
人
は
い
わ
ば
チ
ェ
レ
ン

の
馬
子
(
包
ミ
忌
む
た
り
し
ぞ
。

今
や
我
が
従
土

(
Z
Eる
と
な
り
、

弓
箭
を
帯
し
、

身
分
を
享
受
す
〆¥

し

V 
と
下
命
あ
り
き杯
」。@飲

し
て

ダ
ル
ハ
v
t

の

zu 
no 

ソ
ル
ハ
ン
・
シ
ラ
ら
に
下
賜
さ
れ
た
恩
賞
の
内
容
は
、
①
メ
ル
キ

ま

ッ
ド
族
の
所
有
す
る
セ
レ
ン
ゲ
流
域
に
自
由
に
放
牧
を
営
む
権
利
、

①
弓
箭
を
所
持
し
、
杯
飲
す
る
こ
と
を
世
襲
的
に
享
受
す
る
特
権
、

③
犯
罪
を
九
回
犯
し
て
も
罪
に
間
わ
れ
な
い
特
権
、
①
掠
奪
戦
に
際

し
て
、
白
か
ら
敵
か
ら
獲
た
歯
獲
品
を
自
分
の
も
の
に
す
る
特
構
、

⑤
園
調
に
際
し

白
か
ら
殺
し
た
獲
物
を
自
分
の
も
の
に
す
る
特

権
、
@
家
内
奴
隷

(
A胆

E
ロ
)
や
馬
子

P
E
E
mむ
の
よ
う
な
奴
隷

的
身
分
よ
り
解
放
さ
れ
、

，騎
土
の
身
分
を
享
受
す
る
、
ー
ー
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
ー

ソ
ル
ハ
ン
・
シ
ラ
の
子
、

チ
ラ
ウ
ン
と
チ
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ン
パ
イ
は
生
活
に
不
足
な
も
の
が
あ
れ
ば

チ
ン
ギ
ス
汗
に
直
療
申

し
出
る
ζ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。

き
て
、
右
の
記
述
に
よ
り
、
十
三
世
紀
初
葉
の
初
期
蒙
古
一
砿
舎
に

お
け
る
ダ
ル
ハ
ン
の
特
檀
の
内
容
が
ほ
ぼ
わ
か
っ
た
。

時
代
は
降
る
が
、

元
朝
秘
史

の
み
で
は
な
く

他
の
蒙
古
語
文
献
に
も
ダ
ル

ハ
ン
は
登
場
す
る
。

す
な
わ
ち
、

ア
ル
タ
ン
・
ト
プ
チ

(〉戸内但ロ

ケロ
〆ー、0-'
F司、〈凸 〈

戸、¥ノ

官 s
~ 24 
gは
K・、
叩
¥ザノ

の
家

招
カ〉
れ
て

チ
ン
ギ
ス
汗
が
タ
イ
チ
ウ
ト
の
チ
ル
ゲ
ル
・
ぺ

あ
や
う
く
危
害
を
加
え

ら
れ
よ
う
と
し
た
と
き
に

「
そ
こ
で
、

〔
事
態
が
〕
悪
化
し
た
の
で

ハ
サ
ル

(
O但
田
恒
吋
)

は
矢
を
数
え
て
い
た
。
ベ
ル
ゲ
テ
イ
(
切
巴
mam-)
は
酒
豪
一
杯

フ
タ
フ
イ
(
同
0
1但
ρ
己〉

の
白
し、

牝
馬ホ
lこノレ

主5チ
君~ y 

を (
左 P
手ヨ
で己・
騎乙ノ

乗の
さト

の
馬
乳
酒
を
も
っ
て
打
ち
つ
け
て
、

〔
主
君
は
〕
ト
フ
タ
フ
イ
を
ダ
ル
ハ
ン
に
し
た
。
そ
れ
よ

①
 

り
ダ
ル
ハ
ト

(
E
Z包
)
民
族
と
な
っ
た
。」

せ
た
。

の
よ
う
に
、
危
機
を
救
っ
た
ト
フ
タ
フ
イ
(
叶
ミ

g
G巳
)
に
ダ
ル

ハ
ン
の
稽
挽
を
輿
え
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
の
明
代
の
記

事
に
、
ダ
ヤ
ン
汗
が
パ
ラ
グ
ン
・
グ
ル
パ
ン
・
ト
ゥ
メ
ン
(
即
白

E
Eロ

E
H
E
U
S
B
g
)
と
の
戟
闘
に
際
し
て

ダ
ヤ
ン
汗
に
協
力
し
た

部
下
た
ち
に

ダ
ル
ハ
ン
の
稽
挽
を
贈
っ
た
例
が
み
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち

「
そ
の
後

ダ
ヤ
ン
・
ハ
ガ
ン
は
バ
ラ
グ
ン
・
グ
ル
バ
ン
・
ト
ゥ

メ
ン
(
切
月
ミ
ロ
ロ
百
吋
ゲ

g
B
B
g
)
と
の
戟
聞
に
際
し
て
の
援

助
者
た
ち
を
す
べ
て
ダ
ル
ハ
ン
に
し
た
。
チ
ァ
キ
チ
ァ
(
の
胆
rn
一戸市但)

の
子
孫
は
官
人

(gu『
自
)
な
し
に
あ
れ
よ
と
い
っ
て
ダ
ル
ハ
ン

に
し
た
。

オ
イ
ラ
ト
(
。

1
H胆
仏
)
の
シ
ギ
ゥ
セ

(ω
山
町
佐
伯
町
〉
と
ア

こ
の
二
人
の
子
孫
は
七
世
代
に
至
る
ま

グ
ラ
グ
チ

(
E、E
Z
C、

Tこ品で
」。租

税

〆角、
回

σ4 
胆
」ノ

な
し
に
あ
れ
よ
と
い
っ
て

ダ
ル
ハ

γ
に
し

- 66一

の
よ
う
に
、
部
下
の
一
人
、

チ
ァ
キ
チ
ァ
の
子
孫
は
官
吏
の
督
察

を
受
け
る
こ
と
な
く
自
由
に
生
活
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

オ
イ
ラ
ト

の
シ
グ
ュ
シ
と
ア
グ
ラ
グ
チ
の
子
孫
は
七
世
代
に
至
る
ま
で
税
賦
納

入
を
苑
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

サ
ガ
ン
・
セ
チ
ェ
ン

3
9
3目
的

ω
m
m
m
ロ
)
の
蒙
古
源
流
(
開
邑
・

叩
口
十
三
ロ
叶

oσ
公
)

も

ツ
ァ
ク
ラ
パ
ル
ト
・
セ
チ
ェ
ン
・
ジ
ヌ

ン
(
叶
，

B
r
a
gユ
ω巾

mg
出
ロ
ロ
ロ
肉
)
が
汗
位
に
つ
い
た
後
、
動
功

の
あ
っ
た
部
下
た
ち
を
、

「
そ
の
と
き

オ
ル
ド
ス
・
ト
ゥ
メ
ッ
ト
(
。
邑
ロ
回

Z
g
m
e
の



残
存
し
て
い
た
大
小
の
ノ
ヤ
ン
た
ち
は
す
べ
て
大
衆
を
集
め
て
、

集
結
さ
せ
て
混
観
よ
り
脱
出
し
て
行
く
途
中
で
相
遇
し
て
迫
っ
て

来
た
の
だ
と
い
っ
て
、
ボ
デ
ィ
タ
イ
・
チ
ョ
ケ
グ
ル
(
切
O
仏

E
宮山

口
α
目円四
m
O
H
一
)
に
エ
ル
ケ
・
ノ
ヤ
ン

(
開

H-8
ロ
ou『

M
H

ロ
)

の
稽
暁
を

輿
え
て
、

初
め
か
ら
同
盟
し
て
敵
を
攻
め
て
来
た
の
だ
と
い
っ

て
、
サ
ナ
ン
・
フ
ン
・
タ
イ
ジ

(ω
回出回ロぬ

ρ
ロロ

m
g
ι
c

(
H
W
H
F
四
回
開
問
伺
ロ

ρ
ロ
ロ
ぬ
)

ニL

ル
ケ
・
セ
チ
ェ
ン
・
フ
ン
グ

と
い
う

稽
競
を
輿
え
て
、

旗

(
ρ
0田
町
出
)

を
も
っ
て
大
行
軍

(uEro 

3
3
)
に
際
し
て
先
駆
し
、
大
狩
猶

(
3
Z
与
と

中
央
を
進
む
ダ
ル
ハ
ン
に
封
じ
て
、
ま
た
他
の
大
小
の
ノ
ヤ
ン
た

に
際
し
て

ち
が
一
致
し
て
力
を
彼
に
貸
し
た
ζ

と
に
つ
い
て
酌
量
を
も
っ
て

Tこ品彼
」。ら

恩
賞
を

加
;z 

従
前
の
よ
う
に
天
下
を
泰
卒
に
統
治
し

の
よ
う
に
、
田
長
員
と
し
て
ダ
ル
ハ
ン
に
封
じ
た
例
が
み
ら
れ
る
。

右
に
よ
れ
ば
、
ダ
ル
ハ
ン
は
行
軍
に
際
し
て
旗
手
と
し
て
先
駆
を
つ

と
め
、
圏
狩
に
際
し
て
は
中
央
を
進
む
祭
血
管
が
輿
え
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
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漢
文
史
料
に
み
え
る

「
達
干
」
「
達
刺
干
L

「
苓
刺
宰
L

さ
て
、
衣
に
中
園
側
の
史
料
を
調
べ
て
み
る
と
、
古
く
は
唐
書
の

⑪
 

突
厩
俸
に
「
達
干
L

と
い
う
形
で
登
場
し
て
お
り
、

オ
ル
ホ
・
ン
碑
文

の

S
H
M
g
の
音
寓
に
外
な
ら
な
い
が
、
突
厩
の
大
臣
二
十
八
等
の

し
か
も
世
襲
を
許
さ
れ
芯
も

一
で
、
こ
の
官
位
に
は
定
員
が
な
く
、

の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
以
外
は
明
ら
か
で
な
い
。
降
っ
て
遼
史
に

な
る
と
、
か
な
り
詳
細
な
こ
と
が
把
め
る
。
遼
史
に
は
「
謹
刺
干
」

と
い
う
形
で
登
場
し
て
い
る
が
遼
史
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
契
丹
族
の

たー部
ω族

組
織
の
下
級
車
位

「
石
烈
L

の
副
長
官
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ

~ 67ー

衣
に
、
元
史
に
は
「
苓
刺
牢
L

の
形
で
登
場
し
て
お
り
、

ル
語
形
ロ

R
官
ロ
の
音
潟
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ

召
烈
台
抄
冗
見
の
俸
に
、

召
烈
台
抄
冗
児
初
事
太
租
、
時
有
恰
刺
赤
散
只
見
・
栗
魯
班
塔
塔

見
・
弘
吉
刺
・
亦
乞
烈
思
等
居
堅
河
之
潰
忽
蘭
也
見
吉
之
地
、
謀

奉
札
木
ム
ロ
矯
帝
、
特
不
利
於
太
租
、
抄
冗
見
知
其
謀
、
馳
以
告
太

租
、
途
以
兵
牧
海
刺
見
・
阿
帯
亦
見
揮
之
地
、
登
諒
札
木
合
等
、

惟
弘
吉
刺
入
降
、
太
租
賜
以
苓
刺
牢
之
名
、
」

例
え
ば
、
者
二
さ
一
、

と
あ
り
、
札
木
令

G
E
E宮
〉
の
企
て
を
察
知
し
て
、

ス
汗
に
急
報
し
、
危
機
を
未
然
に
と
ど
め
た
召
烈
台
抄
冗
見
に
苓
刺

チ
ン
ギ
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牢
の
挽
を
興
え
て
お
り
、

，ま
た
、
省
二
三
ハ
、
暗
刺
暗
孫
俸
に
も
、

「
恰
刺
恰
孫
斡
刺
納
見
氏
、
曾
祖
啓
士
回
想
始
事
王
可
汗
脱
斡
燐
、
王

可
汗
輿
太
租
約
箆
兄
弟
、
及
太
租
得
衆
、
陰
忌
之
、
謀
害
太
租
、

啓
土
日
間
潜
以
其
謀
来
告
太
租
、
乃
輿
二
十
徐
人
、
一
タ
遁
去
、
諸

部
聞
者
多
蹄
之
、
還
攻
滅
王
可
汗
、
併
其
衆
、
擢
啓
普
躍
矯
千

戸
、
賜
強
剤
刺
刷
用
、
従
卒
河
西
・
西
域
諸
国
、
租
博
理
察
、
太
宗

時
、
従
太
弟
叡
宗
攻
河
南
、
取
沖
奈
滅
金
、
賜
順
徳
以
震
分
邑
、

父
褒
加
台
、
従
憲
宗
伐
萄
、
卒
子
軍
、
暗
刺
暗
孫
威
重
、
不
妄
言

笑
、
普
騎
射
、
工
園
書
、
叉
雅
重
儒
術
、
至
元
九
年
、
世
租
録
勲

臣
後
、
命
掌
宿
街
、
襲
挽
苓
刺
率
、
自
是
人
稿
文
ロ
刺
牢
、
而
不

名
、
帝
挙
諭
之
回
、
汝
家
勲
載
王
府
、
行
且
大
用
汝
突
、
叉
語
皇

太
子
日
、
苓
刺
翠
非
常
人
比
、
可
善
遇
之
、
十
八
年
割
欽
・
廉
二

州
、
盆
其
食
邑
、
」
(
一

a
l
b
)

と
あ
る
よ
う
に
、
暗
刺
恰
孫
は
そ
の
曾
祖
啓
土
日
韓
が
王
翠
の
凱
に

チ
ン
ギ
ス
汗
に
密
報
の
功
あ
り
、
千
戸
の
職
に
と
り
た
て

際
し
て
、

ら
れ
、
苓
刺
宰
挽
を
う
け
て
以
来
、
祖
父
・
父
も
従
軍
の
功
あ
り
、

恰
刺
恰
孫
自
身
も
、
園
初
勲
臣
の
後
奇
と
し
て
厚
遇
さ
れ
、
宿
衛
官

に
任
命
さ
れ
、
こ
の
挽
を
襲
っ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
子
脆
歎
も
、

「
〔
暗
刺
恰
孫
〕
子
脱
歌
、

由
太
子
賓
客
、

奔
御
史
中
丞
、
襲
鵠

大
口
刺
空
、
進
御
史
大
夫
・
行
蓋
江
南
、
尋
奔
卒
章
行
省
江
泌
刷
、
進

左
丞
相
、
粂
領
行
宣
政
院
、
」
(
轡
二
二
六
、
五
b
)

の
よ
う
に
、
襲
親
し
、
左
丞
相
に
ま
で
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
漠
北
時
代
に
顕
著
な
軍
事
的
勲
功
の
あ
っ
た
も
の
に
劃
し

て
賜
援
さ
れ
た
例
で
あ
る
が
、
元
朝
成
立
後
に
も
、

「
是
月
〔
至
正
十
一
年
十
一
月
〕
、
遺
使
、
以
治
河
功
成
、
告
祭

河
伯
、
召
買
魯
還
朝
、
超
援
策
禄
大
夫
・
集
賢
大
事
土
、
賜
金
繋

腰
一
・
銀
十
錠
・
紗
千
錠
・
幣
島
各
二
十
匹
、
都
水
監
並
有
司
官

有
功
者
三
十
七
員
、
皆
陸
運
其
職
、
詔
賜
脆
脱
大
口
刺
牢
之
親
、
停

世
襲
之
、
以
准
安
路
矯
其
食
邑
、
」

一伺ー

の
よ
う
に
、
功
績
の
あ
っ
た
臣
に
こ
の
競
を
賜
援
し
て
い
る
。
こ

の
記
事
は
容
六
六
、
志
一
七
下
に
も
み
え
、
黄
河
の
治
水
工
事
の
功

に
よ
っ
て
奥
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

因
に
、
報
耕
録
に
、

「
ス
ロ
刺
牢
、
課
一
言
一
園
之
長
、
得
自
由
之
青
山
、
非
勲
威
不
興
官
、

太
租
龍
飛
日
、
朝
廷
草
創
、
官
制
筒
古
、
惟
左
右
高
戸
、
衣
及
千

戸
而
己
、
丞
相
順
徳
忠
駅
王
恰
刺
暗
孫
之
曾
租
啓
背
盟
、
以
英
材

見
遇
、
擢
任
千
戸
、
錫
抽
明
大
口
刺
空
、
至
元
壬
申
、
也
租
銭
勲
臣
後
、

奔
王
宿
衛
官
、
襲
競
苓
刺
空
W
J



と
あ
り
、
陶
京
儀
は
苓
制
四
十
を
「

の
の
意
い
と
解
し
、
勲
戚
で
な
け
れ
培
、
こ
の
穣
競
は
揚
輿
怒
れ
な

い
と
し
て
、
先
に
一
河
史
か
ら
間
引
用
し
た
恰
料
品
市
孫
簿
の
記
事
を
例
と
a

爵
の

自
由
h
g
え
た
も

し
て
あ
げ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
活
史
を
給
め
と
す
る
克
代
の
や
闘
史
料
か
ら
は
、

+
Aロ

刺
撃
と
は
顕
著
な
勲
功
の
る
つ
た
家
臣
に
議
帝
か
ら
賜
援
さ
れ
る
祭

響
的
都
援
で
、
子
孫
に
没
襲
を
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
先
に
み
た

例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
被
賜
奥
者
は
多
く

宿
衛
官
等
の

資
資
的
管
職
を
罰
時
に
も
つ
℃
お
り
、
と
の
務
競
は
こ
と
に
先
制
鞘
或

立
以
後
は
躍
な
る
楽
血
債
権
部
性
格
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

四

ベ
ル
シ
ア
簸
史
料
に
み
え
る
E

吋
言

-
F
2
3
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そ
れ
で
は
、
最
後
に
ベ
ル
シ
ア
慰
問
史
料
を
鱒
べ
て
み
よ
う
。
ト
ル

コ
史
や
議
古
史
に
と
っ
て
麗
姿
な
報
讃
を
含
む
ベ
ル
シ
ア
議
文
献
は

こ
の
場
合
に
も
か
な
り
詳
し
い
デ
i
タ
i
宏
撮
供
し
て
く
れ
る
。

ま
ず
、
イ
ル
汗
圏
一
の
ジ
ュ
ワ
ィ
で
i

(

メ
ze広
告

z
r
γ
司
氏
HHO

が
一
一
一
六

C
年
頃
著
作
し
た
蒙
古
史
、

守
也
、

「
世
界
征
眼
者
の
盤
史
」

ン
ボ
ト
ス
汗
に
桝
錯
し

ハ叶，
h
w
w時
間

F
V仙
川
曽

E
n
a
o
s
E〉

銀
執
念
企
て
た
と
き
、
五
準
幕
下
の
一
一
人
の
帯
同
年
(
開
山
鵠
包
跨
と

ω主
州
む
が
チ
ン
ギ
ス
汗
に
密
濁
し
て
、
鍍
観
が
未
然
に
鎮
定
容
れ
た

こ
と
を
遠
ベ
た
後
、

「
そ
こ
で
ハ
チ
ン
ギ

i
ス
・
ハ

1
ン
は
〕
か
の
二
人
の
青
年
を
タ

ル
ハ

i
ン
公
判
符
r
y曲
ロ

〉

タ

ル

ハ

i
y
と
は
次
の
よ
う

に
し
た
a

な
も
の
で
あ
っ

あ
ら
ゆ
る
貫
一
租
よ
り
琵
ぜ
ら

れ
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
征
服
載
に
お
い
て
後
ら
が
え
わ
戦
利
品
は
後

ら
に
委
ね
ら
れ
、
ま
た
彼
ら
が
壁
一
む
あ
ら
ゆ
る
場
照
的
に
、
主
の
幕

す
な
わ
ち
、

替
に
検
問
問
を
う
け
ず
、
許
可
を
う
る
こ
と
な
し
に
立
ち
入
り
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
後
ら
に
は
軍
兵
と
人
越
が
輿
え
ら
れ
た
。
ま

・
馬
や
離
馬
や
服
飾
品
が
限
り
な
く
、
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど

-69-

〔
輿
え
ら
れ

た
と
い
彼
ら
に
つ
い
て
犯
弾
が
発

彼
ら
に
そ
れ
に
つ
い
て
審
障
を
行
な
わ
な
い
よ

ま
た
貌
ら
の
九
代
の
子
孫
に
杢
る
ま
で
ハ
芯

geロ
喜
O
努

伊
雲
き
門
主
同
聞
広
岡
む
と
の
提
は
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
命
令
し

よかの一一

λ
の
家
系
か
ら
出
た
人
々
が
多
数
い
る
。
あ

そ
し
て
、

見
さ
れ
て
も
、

う

今
肉
、

ら
ゆ
る
闘
で
隼
め
ら
れ
、
敬
ま
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
王
た
ち
の

宮
起
で
高
官
と
し
て
畏
敬
さ
れ
て
い
る

J

と
議
ベ
、
彼
ら
一
一
人
に
タ
ル
ハ
:
ン
ハ
Z
H
r
Z
H
H
)

の
特
権
が
興
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え
ら
れ
た
乙
と
、
そ
の
内
容
は
、
①
貢
租
の
義
務
を
克
除
せ
ら
れ
、

②
征
服
載
に
お
け
る
獲
物
を
自
由
に
し
、
①
許
可
な
し
に
宮
廷
へ
の

出
入
を
許
さ
れ
、
④
犯
罪
を
犯
し
て
も
慮
罰
の
封
象
に
な
ら
ず
、
九

世
の
後
に
至
る
ま
で
こ
の
特
権
は
世
襲
的
に
享
受
せ
ら
れ
る
こ
と
を

翠
げ
て
い
る
。

さ
て
、
次
に
イ
ン
ド
の
モ
ゴ

l
ル
朝
の
ア
ク
パ
ル
帝
に
仕
え
た
宰

相
7
.ア
ー
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
(
〉

σS1明日
σ
の
著
、
「
ア
ク
バ
ル
貫

録
」
(
〉

5
2
8
Z勧
自
白
)
卸
位
三
十
八
年
の
傑
に
、

モ
ゴ

l
ル
朝

の
マ
ン
サ
ブ
ダ

l
ル
(
ヨ
白
ロ
的
目
σ門
町
同
)
の
一
人
で
タ
タ
(
叶
，
Y
担
任
白
)

を
も
っ
三
千
騎
長
ミ

l
ル
l
ザ
l
・
ジ
ャ

l
ニ

に
采
巴

(
〕
同
区
同
)

ー
・
タ
ル
ハ

1
ン
の
家
系
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
記
述
が
み
え

る

「ミ

l
ル
ザ

l
・
ジ
ャ

l
ニ

l

(
冨
可
比
百
巴
)
は
シ
ャ
カ
ル
・

ベ
グ
・
タ
ル
ハ

l
ン

(ωr長
丘
一
回
目
ぬ
吋
白
井
冨
ロ
)
の
後
喬
ア
ブ

ド
ゥ
ル
・
ハ

1
リ
ク

(供〉
σ円

山
己

--ry凶
-E)
の
子
ア
ブ
ド
ウ
ル

-
ア
リ

l

(‘〉

E
ロ・

-a〉
-o
の
子
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
・
イ
サ

l

(
冨
口
百
日
目
白
仏
凶
印
刷
〉
の
子
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
・
バ

l
キ
l

(
冨
'

ロ
}
百
円
出
自
由
仏
国

2
!日
)
の
子
パ
イ
ン
ダ
・
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
(
H
V
H
H
M

『ー百円目白

冨
ロ
ゲ
同
ヨ
ヨ
向
島
)

彼
〔
シ
ャ
カ
ル
〕

の
父
イ
ク

の
子
で
あ
る
。

-
テ
ィ
ム
ル

(
H
W
ロ

叶
F
B
E
H〉

ハ
叶
史
料
白

B
u
r
-岳
削
ロ
)

は
ト
ウ
ク
タ
ミ
シ
ュ
・
ハ

l
ン

と
の
戦
闘
に
武
勲
を
た
て
、
サ

1
ヒ

プ
・
キ
ラ
l
ニ

1

(
切
山
吉
ゲ

〔

H
テ
ィ
l
ム

1
ル〕

。
日
同
削
ロ
凹
)

は
そ
の
治
世
の
初
め
、
彼
に
恩
寵
を
加
え
た
。

そ
し
て
、
彼
に
タ
ル

ハ
l
ン
(
吋
R
r
Eロ
)
の
位
を
賜
奥
し
た
。
彼
は
チ
ン
ギ

i
ズ

ハ
l
y
(
(
U
Y
E
m日N
r
y
h日
ロ
)
の
子
ト
ウ

l
リ
l
・ハ

I
ン

(
叶
ロ
ロ

同
y
uロ
)
の
子
フ
ラ

I
グ
1
・ハ

l
ン
(
出
口

-f口
問
広
ロ
〉
の
子

ア
バ

l
ガ
・
ハ

l
y
(〉
E
m
y
閃
広
ロ
)
の
子
ア
ル
グ

l
ン
・
ハ

ー
ン
(
〉
H
m
yロ
ロ
閃

E
ろ
か
ら
四
世
代
の
後
喬
で
あ
っ
た
。
正
し
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い
王
者
は
そ
の
臣
下
の
う
ち
の
若
干
の
も
の
た
ち
に
あ
る
種
の
特

典
を
奥
え
た
。
そ
し
て
彼
ら
を
こ
の
名
〔
タ
ル
ハ

I
ン
〕
で
も
つ

サ
l
ヒ
ブ
・
キ
ラ

l
ン
の
タ
ル
ハ

l
ン
と

て
策
審
あ
ら
し
め
た
。

は
、
そ
の
部
将
(
口

E42mr)
た
ち
が
い
か
な
る
場
所
に
も
立
入
り

を
さ
ま
た
げ
ら
れ
ず
、
犯
罪
は
九
回
犯
す
ま
で
は
彼
お
よ
び
彼
の

子
孫
た
ち
が
審
問
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
ハ

l
ン
・
チ
ン

補
註
①

ギ
l
ズ
・
ハ

l
ン
は
キ
ィ
シ
ュ
リ

l
ク

(
o
u
r
-
S
)
と
パ

l
タ
l

補
註
①

(
回
附
忠
)
を
、
敵
の
情
報
を
も
た
ら
し
た
功
で
、
こ
の
地
位
に
つ
け

た
。
そ
し
て
恩
寵
を
加
え
、
貢
租
の
義
務

(
E
1
F
H
B
E
F
)

を
克
除
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
分
取
品
か
ら
王
室
へ
の
分
け
前



(
白

r与
但

ロ

白

r削
E
g
r
z
r〉
を
徴
収
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

タ
ル
ハ
l
ン
に
は
次
の
七
種
の
ロ
聞
を
と
く
に
も
う
光
栄
が
許
さ
れ

た。

タ
パ
ル

(官
E
H太
鼓
〉
と
ト
ゥ
T

ン
・
ト
グ

〈

Z
自
由
ロ

件

o
m
Y
H
軍
旗
)
と
ナ
ク
カ

l
ラ

(BG門
出
動
揺
れ

n
太
鼓
の
一
種
?
)
、

そ
の
部
下
の
こ
人
に
ク
シ
ュ
ン
・
ト
グ

(
ρ
E
V
A
H
P
同

o
m
F
)
を
も

た
し
、
ま
た
、

チ
ャ
ト
ル
・
ト
グ

(
白
H

H

a
同

g
m
y
)
と
ク

i
ル

(
ρ
b
H
H
簸
?
)
を
つ
け
る
。

蒙
古
(
冨
。
$
0
3
の
慣
習
は
衣
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
支
配
者
以
外
の
何
人
も
そ
の
手
に
簸

(
S
H
r
g
y〉

を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
の
狩
猶
場
(
凹
}
岡
山
富
H'tr)
は
封
禁

(
向
島

H
ρ
)

さ
れ
て
い
た
。
も
し
何
人
か
が
そ
こ
へ
立
入
る
と
、
彼

は
奴
韓
に
さ
れ
た
。
彼
〔
H
支
配
者
〕
は
そ
の
部
族
の
長
で
あ
り
、

宮
廷
の
大
臣
た
ち
は
彼
の
南
側
に
一
弓
身
だ
け
離
れ
て
座
る
。
ケ

、
l
ル
a

ヅ

f
ラ
ー
ジ

1
(〉
自
可
切
巳
帥
』
同
一)
が
ト
ゥ
グ
ラ
ク
・
テ
ィ

(
H
，g

ぬ
一広
白
ーρ

、吋円
H
H
H
r
)

を
擁
立
し
た
と
き
、
千
戸
長
-

P
R
R
H〉
ま
で
の
任
亮
揮
を
彼
に
援
興
し
た
。
そ
し
て
、
雰

を
-
犯
し
て
も
彼
の
子
孫
は
九
代
の
後
に
至
る
ま
で

ー
ム
l
ル

(
芯
ロ
cv

印

E
W
S〉、

い
か
な
る
審
問
も
行
わ
れ
な
い
よ
う
命
じ
た
。

ぞ
し

1部

て
バ
罪
が
九
回
を
越
え
る
と
、
審
聞
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
封
し

て
懲
罰
が
課
せ
ら
れ
る
と
き
1

彼
は
二
哉
の
白
馬
の
上
に
の
せ
，
ら

れ
、
そ
し
て
白
布
が
馬
の
蹄
下
に
敷
か
れ
る
。
彼
の
抗
癖
は
バ

ル
ラ

i
ス
(
切

2
Z臼
〉
の
首
長
の
-
人
に
よ
っ
て
、
答
婦
は
ア
ル

キ
l
ヴ
ァ
ト
(
〉
H
r
z旦〉

の
首
長
の
一
-人
に
よ
っ
て
停
え
ら
れ

る
。
そ
れ
か
ら
彼
の
首
の
血
管
が
切
り
開
か
れ
、
二
人
の
ア
ミ

1

ル
が
南
側
に
立
ち
、
彼
が
死
ぬ
ま
で
監
親
し
つ
づ
け
る
。
そ
れ
か

ら
彼
ら
は
彼
を
人
前
か
ら
移
し
、
哀
悼
を
捧
げ
て
埋
葬
す
る
。
フ

ィ
ジ
ル
・
フ
ワ
l
ジ
ャ
(
関

ENH
関
rd『
m
F
V
)

は
ナ
ミ
l
ル
・
ホ
ダ
l

(
〉
日
間
同
開

r
c
E
E
6
を
こ
の
地
位
に
つ
け
た
。
そ
し

ダ

I
ド

-71，-

て
彼
は
三
種
の
他
の
特
槽
を
加
え
た
。
①
祝
祭
日
に
す
べ
て
の
貴

族
た
ち
が
徒
歩
で
あ
る
と
き
、
君
主
の
ヤ
サ
l
ワ
ァ
ル

(
可

g
p

唱
曲
目
〉
が
馬
上
か
ら
命
令
を
停
え
る
と
き
、

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
@
そ
の
祭
の
饗
宴
で
酒
杯
を
ハ

l
y
の

た
め
に
右
手
に
、
タ
ル
ハ

l
ン
の
た
め
に
左
手
に
杯
人
が
捧
げ
も

っ
、
①
彼
の
印
章
が
勅
令
書
の
上
に
捺
さ
れ
る
。
し
か
し
、
王
の

印
璽
が
最
後
の
行
の
頭
に
捺
さ
れ
、
タ
ル
ハ

1
ン
の
そ
れ
は
そ
の

タ
ル
ハ

l
ン
も
馬
を

下
で
あ
る
。

も
し
も
、
あ
ら
ゆ
る
恩
典
が
裁
量
と
一
致
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら

は
紳
の
意
志
の
成
就
と
一
致
す
る
。
九
回
罪
を
犯
す
ま
で
、
審
問
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き
れ
な
い
と
い
う
規
定
は
、
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
性
質
の
も
の
に

も
せ
よ
、
妥
嘗
な
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
思
慮
の
深
い
皇

子
が
人
を
裁
き
、

い
か
な
る
悪
現
な
行
局
も
行
わ
れ
て
い
な
い
か

そ
の
よ
う
な
命
令
が
あ
る
種
の
人
々
を
高
揚
す

る
た
め
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
る
程
度
妥
嘗
で
あ

を
注
意
し
て
、

る
。
し
か
し
、
少
く
と
も
九
也
代
の
問
、
審
聞
が
行
わ
れ
な
い
と

い
う
規
定
に
闘
し
て
は
全
能
の
紳
が
彼

(
H
ハ
1
ン
〉
に
未
来
を

預
知
す
る
力
を
援
け
た
も
う
た
と
し
か
思
え
な
レ
。
私
の
言
葉
は

誤
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
私
は
物
語
を
興
味
深
く
す

⑬
 

る
た
め
に
作
矯
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
」

す
な
わ
ち
、
ミ

l
ル
ザ
l
・
ジ
ャ

l
=
!
の
家
系
は
蒙
古
の
チ
ン

ギ
ス
汗
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
、
そ
の
租
先
の
一
人
シ
ャ
カ
ル

-
ベ
グ
・
タ
ル
ハ

1
ン
の
が
入

イ
ク
・
テ
ィ
ム
ル
は
、
テ
ィ

l
ム
l

ル
に
勲
功
あ
り
と
認
め
ら
れ
て

タ
ル
ハ

I
ン
の
稿
腕
を
許
さ
れ
た

と
い
う
。
テ
ィ

l
ム
l
ル
朝
時
代
の
タ
ル
ハ

l
ン
と
は
、
彼
の
部
将

が
い
か
な
る
場
所
に
も
立
入
り
を
許
さ
れ
、
彼
自
身
と
そ
の
子
孫
は

九
固
ま
で
罪
を
犯
し
て
も
慮
罰
さ
れ
な
い
も
の
で
、
別
に
七
種
の
特

醐
慣
が
附
随
し
た
と
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
述
へ
て
い
る
が
、
こ
の

記
事
は
、
著
者
ァ
.
ア
ー
ル
・
フ
ア
ズ
ル
が
、
ミ

1
ル
ザ
l
・
ハ
イ
ダ
ル

(
宮
町
N
仙

伺

曲

目

E
H
)

ア
ジ
ア
の
蒙
古
史
「
ラ
シ

l
デ
ィ

l
史
」

(
一
自
宅
一
塁
。

l
一
歪
一
?
)
の
箸
わ
し
た
中
央

(
、
叶
久
江
田
内
何
回
I
F
H
μ
白
印

r
E
O

よ
り
抄
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
衣
に
「
ラ
シ

l
デ
ィ

1
史
」
の
封
膳
部
分
を
掲
げ
て
み
る
と
、

「
そ
の
他
の
出
来
ご
と
の
中
で
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
ア
ミ
ー

ル
・
ホ
ダ

1
ィ
ダ
I
ド
(
〉
ヨ
可
欠
グ
¢

E
t包
)
の
地
位
の
復
活

で
あ
る
。
す
な
わ
ち

チ
ン
ギ
l
ス
・
ハ

I
ン
の
治
世
に
ア
ミ

1

ル
・
ホ
ダ
l
ィ
ダ
l
ド
の
租
先
ウ
ル
ト
ゥ
プ

(
dユ
ロ
ゲ
ロ
〉

な
る

も
の
に
次
の
七
種
の
特
権
(
自
由
ロ
官
ゲ
)

鼓

(
S
Z
)
①
軍
旗
(
ピ
同
H
H
H

〉
、
前
者
は
ト
ル
コ
語
で

後
者
は
Z
ヨ
E
S
m
r
と
呼
ば
れ
る
。
③
そ
の
部
下
の
二
人
が
ク

が
賜
奥
さ
れ
た
。
①
太

-72ー

ロ匝
ρ
同門担、

シュ

l
y
・
ト
グ

2
5
rロ
ロ
同
omr)
を
つ
け
う
る
。

ク
シ
ュ

I

ン
・
ト
グ
は
チ
ャ

l
パ

l
ル
・
ト
グ

(ロ

E
Z
H
Z
m
y〉
と
同
義

語
で
あ
る
。
④
彼
は
ハ

l
ン
(
}
内
}
阿
山
町
ロ
)

(
色
円
借
州
?
)
を
つ
け
う
る
。
け
だ
し
、
蒙
古
族
の
聞
で
は
ハ

l

の
諮
問
曾
議
で
ク

l
ル

ン
以
外
の
何
人
も
ク
ー
ル
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
習
し
で

あ
っ
た
。
@
何
人
も
彼
の
狩
搬
場
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
も

し
入
れ
ば
奴
額
に
さ
れ
る
。

①
彼
は
全
蒙
古
の
ア
ミ

1
ル
で
あ

る
。
そ
し
て
勅
令
書

Q
R自
削
ロ
)

に
彼
の
名
が

「
蒙
古
園
の



サ
ル
ダ
l
ル
(
首
長

)
(
C
E
Z
冨
o
m
V即日

t
z
g正
常
)
と
記
さ

れ
る
。
⑦
ハ

l
ン
の
面
前
で
他
の
ケ
ミ
l
ル
た
ち
が
座
る
と
き
、

彼
ら
は
彼
よ
り
も
一
弓
身
ハ

l
ン
か
ら
離
れ
て
座
る
。

以
上
が
ウ
ル
ト
ゥ
ブ
に
チ
ン
ギ
l
ス
・
ハ

l
シ
が
提
け
た
七
種

の
特
擢
で
あ
る
。

ア
ミ
I
ル
・
プ

l
ラ
ー
ジ
I
(
〉
自
問
同
切
巴
副
首
)

が
ト
ゥ
グ
ラ
ク
・
テ
ィ

l
ム
l
ル
・

ハ
l
y
を
カ
ル
マ
I
ク

の
地
よ
り
連
れ
て
来
て
、
汗
位
に
つ
け
た
。

こ
の
忠
勤
に
報
い
る
た
め
、
先
越
の
七
種
の
他
に
二
種
の
特
擢
を

(官
-BS)

彼
は

加
え
、
合
計
九
種
の
特
樺
を
享
受
し
た
。
そ
の
第
一
は
、
彼
は
ク

シ
ュ

l
y

(円四民回目戸ロロ)

す
な
わ
ち
、
千
人
の
部

の
ア
ミ

1
ル

下
を
も
っ
将
軍
を
ハ

l
ン
に
諮
る
こ
と
な
く
任
克
す
る
権
限
を
も

つ
こ
と
。
第
二
は
ブ

l
ラ
I
ジ
!
と
彼
の
子
孫
は
九
回
罪
を
犯
し

て
も
審
問
さ
れ
な
い
。
十
回
目
の
罪
を
犯
す
と
、
裁
判
所
で
彼
を

二
歳
の
白
馬
の
上
に
の
せ
、
馬
の
蹄
の
下
に
白
布
を
敷
く
。
彼
の
陳

述
は
バ
ル
ラ
]
ス
(
切
何
百
戸
駒
田
)
が
ハ

l
y
に
棒
達
す
る
。
そ
し
て
、

ハ
l

y
の
言
葉
は
キ
サ
ヴ
ァ
ト
・
パ

l
デ
ィ

I
(同
2
2可
丘
切
包
。

か
ら
惇
え
ら
れ
る
。
審
聞
は
こ
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
、
も
L
犯

罪
が
殺
人
犯
で
あ
る
と
、
他
の
九
つ
の
罪
も
検
聾
さ
れ
る
。
そ
し
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て
二
人
の
ア
ミ

l
ル
が
彼
の
南
側
に
立
ち
、
監
観
す
る
。
首
の
血

管
を
聞
き
、
血
が
す
っ
か
り
彼
の
瞳
か
ら
た
れ
、
死
ぬ
と
、
か
の
二

人
の
ア
ミ

1
ル
は
京
悼
を
捧
げ
て
、
彼
の
遺
韓
を
埋
葬
す
る
。
と

れ
ら
の
九
種
の
特
権
は
私
が
か
つ
て
見
た
ト
ゥ
グ
ラ
ク
・
テ
ィ
ー

ム

l
ル
・
ハ

1
ン
(
叶
声
何
回
戸
宮
円
四
1
H
J
自
国
吋
関
V
E
)
の
印
璽
を
附
し

そ
れ
は
私
の
家
系

て
発
せ
ら
れ
た
勅
許
肢
に
記
さ
れ
て
い
た
。

に
惇
承
さ
れ
、

(
彼
の
上
に
紳
の
卒
和
あ
れ
か

最
後
に
私
の
矢

し
)
の
手
に
渡
っ
た
。

し
か
し

シ
ャ

l
ヒ
l

・
ベ
グ
・
ハ

l
y

(
ω
E
Z
切
品
開

E
ロ
)
の
世
の
観
に
破
損
消
失
し
た
。
ぞ
れ
は

最
後
の
行
に
蒙
古
語
で

豪
古
語
・
蒙
古
字
で
あ
っ
た
。

歳
、
ク
シ
ド
ウ
l
ズ

(
O
E
L口
N
)

猪
の

-73 -

に
て
、

と
書
か
れ
て
い
た
。

ト
ゥ
グ
ラ
ク
・
テ
ィ
I
ム

I
ル
・
ハ

l
ン
の
領
域
が
ク
ン
ド
ゥ

l

ズ
に
ま
で
及
ん
で
い
た
詮
接
で
あ
る
。
現
に
生
存
し
て
い
る
人
々

の
中
に
か
の
ハ

l
ン
の
治
世
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
も
の
は
誰
も

、
:
、
。

し

&ω
し

そ
こ
で
私
は
こ
の
出
来
ご
と
を
ザ
フ
ア
ル
・
ナ
1
7

(
N
t
R
Z駒田
ω)

ジ
ル
・
フ
ワ
l
ジ
ャ
・
ハ

l
ン
(
同

E
宵
同
r耳
目
山
官
同
日
戸
嗣
ロ
)
は
ア

ア
ミ
I
ル
・
ホ
ダ
1
ィ
ダ
l
ド
の

に
み
え
る
記
述
に
よ
っ
て
記
し
た
。

フ
ィ

ミ
l
ル
・
プ
ラ
l
ジ
I
の
子
、

助
力
に
よ
っ
て
カ
マ
ル
・
ア
ザ
・
デ
ィ

l
ン

(
O
ω
目
。
吋
巳
b
E
)

ハ
l
ン
の
位
に
つ
い
た
の
で
、

の
暴
逝
の
四
か
ら
救
わ
れ

ア
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、
l
ル
・
ホ
ダ
l
ィ
ダ
l
ド
に
上
述
の
九
種
の
特
権
に
さ
ら
に

三
種
の
特
権
を
加
え
、
十
二
種
、
一
つ
は
祝
祭
日
に
ハ

l
ン
の
ヤ

(
ヨ
ー
凹
蜘
当
丘
〉
が
騎
乗
し
て
、

サ
l
ワ
ア
ル

序
列
を
整
え
る
と

き
、
ア
ミ

l
ル
・
ホ
ダ
l
ィ
ダ
l
ド
の
ヤ
サ

l
ワ
ァ
ル
の
一
人
が

ハ
l
ン
の
杯
を
捧
げ
て
右
側
に
立
ち
、
他

こ
の
式
に
参
列
し
て
、

の
一
人
が
ア
ミ

l
ル
・
ホ
ダ

l
ィ
ダ
l
ド
の
杯
を
捧
げ
て
左
側
に

そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
杯
は
ハ

l
ン
と
ア
ミ
l
ル
・

ホ
ダ
l
ィ
ダ
l
ド
二
人
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
ア
ミ

l
ル
・
ホ

立
つ
。

ダ
l
ィ
ダ
l
ド
の
印
章
が
あ
ら
ゆ
る
勅
令
書
に
捺
さ
れ
る
が

ー
ン
の
印
章
は
彼
の
そ
れ
の
上
に
捺
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
ア
ミ
l

ル
・
ホ
ダ
l
ィ
ダ
l
ド
名
儀
で
賜
撰
さ
れ
た
勅
許
肢
に
み
え
る
十

二
種
の
特
憾
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
十
二
種
の
特
権
は
彼
の
死

後
そ
の
子
ア
ミ

f
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
・
シ
ャ

1
・
ク
ー
ル
カ
l

ン
(
〉
百
回
同
宮
z
f
曲
目
白
色

ω
z
r
Mハ
ロ
岳
町
ロ
〉
に
停
わ
り
、

ま
た

そ
の
死
後
は
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
・
シ
ャ
l
の
兄
弟
の
子
ア
ミ
l
ル

-
サ
イ
ド
・
ア
リ

I
・ク

l
ル
カ
1
ン
(
〉
百
四
H
ω
3コ『広

n

〉
ロ

関
口
再
加
ロ
〉

に;

彼
の
子
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
・
ア
サ
イ
ン
・
ミ
l
ル

ザ
l
・
ク

I
ル
カ
l
ン
(
冨
ロ
冨
日
目
白
仏
国
g
p
E
呂
町
乱
問
中

H
E
E
F
)

に
、
彼
の
子
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
'
ハ
ィ
ダ
ル
・
ミ

l
ル
ザ
i

-
ク
ー
ル
カ
l
ン
(
冨
忌

g
g包
出
色
合
同
富
山
吋
乱
開

F
Eロ〉、

す
な
わ
ち
、
著
者
の
父
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
・
ハ
イ
ダ
ル
、
通
稽
ミ

l
ル

⑬
 

ザ
l

・
ハ
イ
ダ
ル
(
宮
町
包
同
色
門
目
白
円
〉
に
俸
わ
っ
た
。
」

チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
の
タ
ル
ハ

l
ン

右
に
よ
れ
ば

(
仲
阻
止
岳
山
口
)

ノ、

②
軍
旗

E
B
E

仲

omr

(
高
戸
旗
?
〉
を
も
つ
こ
と
、
③
部
下
の
二
人
に

ρ
5
5ロ
g
m
r

(
千
戸
旗
?
〉
を
も
た
す
こ
と
、
④
綴
を
つ
け
る
こ
と
、
⑤
汗
の
大

狩
強
ハ
圏
滋
)
の
際
の
或
種
の
特
権
、
@
蒙
古
園

PEm--
冨
o
m
E
C

の
首
長
(
回
目
E

H

)

で
あ
る
こ
と
、
⑦
汗
の
面
前
で
坐
る
と
き
、
汗

は

①
太
鼓
ロ

2
t
s
を
も
つ
こ
と

か
ら
の
位
置
は
他
の
将
軍
た
ち
よ
り
一
弓
身
前
で
あ
る
こ
と
、
以
上

-74 -

を
許
さ
れ
た
特
権
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
後
に
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗

家
の
ト
ゥ
グ
ラ
ク
・
テ
ィ

l
ム
I
ル
の
時
代
に
な
っ
て
、
⑤
千
戸
長

の
任
菟
構
、
@
九
固
ま
で
は
罪
を
犯
し
て
も
罰
せ
ら
れ
な
い
特
植
が

加
わ
り
、
さ
ら
に
そ
の
子
フ
ィ
ジ
ル
・
フ
ワ

l
ジ
ャ
の
時
代
に
、
⑮

祭
典
へ
の
参
列
、
⑪
杯
を
汗
と
と
も
に
捧
げ
ら
れ
る
。
⑫
勅
令
書
に

汗
の
印
璽
の
下
に
彼
の
そ
れ
を
捺
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
し
、
合
計

十
二
種
の
特
権
を
享
受
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の

信
想
性
は
と
も
か
く
、
若
干
の
注
意
を
梯
う
に
値
す
る
い
い
っ
た
え

と
し
て
長
文
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
え
て
引
用
し
て
み
た
。



五

結

語

以
上
、

ダ
ル
ハ
ン
を
め
ぐ
っ
て
、
蒙
古
、
中
園
、

ベ
ル
シ
ア
各
語

の
文
献
に
わ
た
っ
て
渉
猶
し
て
み
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り

で
、
こ
れ
ら
東
西
の
史
料
を
比
較
検
討
し
つ
つ
整
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
す
で
に
み
て
来
た
よ
う
に
、
タ
ル
ハ
ン
・
ダ
ル
ハ
ン
は
古

く
か
ら
北
方
遊
牧
民
族
の
聞
の
特
権
階
級
と
し
て
文
献
に
登
場
し

ま
た
後
代
に
も
東
西
の
ト
ル
コ
系
蒙
古
系
民
族
の
聞
に
み
ら
れ
る

カ2

一
臆
問
題
を
元
代
の
蒙
古
族
の
場
合
に
し
ぼ
っ
て
み
る
と
、
最

も
中
心
に
な
る
記
録
は
元
朝
秘
史
に
み
え
る
そ
れ
で
あ
る
。
秘
史
に

よ
れ
ば
、
ダ
ル
ハ
ン
と
は
、
①
特
定
地
域
で
税
賦
の
義
務
を
克
ぜ
ら

れ
て
自
由
に
放
牧
を
行
う
。
②
弓
箭
を
所
持
し
、
杯
飲
し
う
る
特
権

を
享
受
す
る
。
①
犯
罪
は
九
固
ま
で
罰
せ
ら
れ
な
い
。
④
掠
奪
戦
に

際
し
て
白
か
ら
獲
た
歯
獲
品
を
自
由
に
し
う
る
。
⑤
圏
猶
に
際
し
て

白
か
ら
射
止
め
た
獲
物
を
自
由
こ
し
う
る
。
(
「
自
由
に
す
る
」
と
は
獲
物

y

v

p

の
一
部
を
ハ

l
y
に
さ
し

制
川
村
一
パ
一
ほ
洲
市
円
相
一
切
仰
噺
)
以
上
の
諸
特
植
を
世
襲
的
に
享
受
す
る

も
の
で
あ
っ
た
一
ベ
ル
シ
ア
側
の
ジ
ュ
ワ
イ
ニ
I
の
記
述
も
こ
れ
と

よ
く
一
致
す
る
が
、
た
だ
、
③
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
を
犯
し
て
も
九
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世
代
ま
で

(S-uosロ
各
O
白
骨
曲
目
ロ
仏
〉
は
罰
せ
ら
れ
な
い
と
し
て

お
り
、
秘
史
が
九
固
ま
で
と
し
て
い
る
の
と
封
立
す
る
。
ジ
ュ
ワ
ィ

ニ

l
が
誤
り
俸
え
た
も
の
と
み
る
納へ
き
で
あ
ろ
う
。

秘
史
に
み
え
る
チ
ン
ギ
ス
汗
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
高
原
に
お
け
る
部
族

統
一
期
、
漠
北
時
代
に
お
け
る
ダ
ル
ハ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
遊
牧
的

環
境
の
中
で
の
特
様
で
あ
っ
た
が
、
蒙
古
族
の
中
国
征
服
以
後
、
す

元
朝
時
代
に
お
い
て
は
、

な
わ
ち

元
史
を
始
め
と
す
る
中
園
史

(ロロ同ロ吋〉

克
税
の
放
牧
地

の
代
り
に
漢
土
の
農
地
が
食
邑
と
し
て
下
賜
さ
れ
、
賜

料
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
痩
質
を
克
れ
な
か
っ
た
。

摂
さ
れ
た
封
象
も
初
期
の
ダ
ル
ハ
ン
が
顕
著
な
軍
事
的
功
績
の
あ
っ

た
も
の
に
謝
し
て
下
賜
さ
れ
た
の
に
封
し
て
、
後
に
は
軍
事
的
よ
り

ー75-

も
む
し
ろ
行
政
面
で
の
功
績
の
方
が
中
心
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
稽
挽
の
享
受
者
は
、
多
く
別
に
千
戸
、
宿
管
官
紘
一
サ
の
貰
質
的
官

戦
を
も
っ
て
お
り
、
稽
現
は
翠
な
る
祭
器
権
的
性
格
の
も
の
た
る
に

と
ど
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
、
し
か
し
、
こ
れ
が
世
襲
さ
れ
る
特
権
で

あ
る
と
い
う
黙
で
は
、
漢
人
枇
舎
の
恩
蔭
の
制
度
と
封
比
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
祭
血
管
的
特
植
を
援
興
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
元
来
単
な
る
氏
族
的
集
圏
の
ル
ー
ズ
な
結
合
檀
で
あ
っ
た

に
過
ぎ
ぬ
蒙
古
族
の
聞
に
、
大
汗
を
頂
鮎
と
す
る
封
建
的
支
配
僅
制

を
導
入
し
、
こ
れ
を
秩
序
あ
る
統
一
髄
に
仕
上
げ
る
た
め
の
一
助
と
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す
る
と
い
う
政
治
的
意
園
が
、
そ
の
裏
に
働
い
て
い
た
と
推
察
さ
れ

る
な
お
、

ァ
.
ア
ー
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
と
ミ

l
ル
ザ

1
・
ハ
ィ
ダ
ル
は
十
二

種
の
特
権
を
数
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
軍
旗
門
O
B
E
H
O肉
V

を
も
っ
特
檎
は
蒙
古
源
流
の
「
旗
，
ρ
0
明
日
吉
を
も
っ
て
云
々
」
の
記

教

揖

市

弓

箭

述
に
あ
た
り
、
鰻
岳
民
を
つ
け
る
特
機
は
秘
史
の
「
哨
一
明
赤
刺
冗
紡

着周
:
・
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
杯
を
捧
げ
ら
れ
る
特
櫨

教

喝

愛

着

は
、
秘
史
の
「
斡
脱
古
列
冗
拘
周
:
:
:
」
に
相
嘗
す
る
も
の
で
あ
る

と
す
る
と
、

ァ
.
ア
ー
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
と
ミ

l
ル
ザ

1
・
ハ
イ
ダ
ル
は

フ
ィ
ジ
ル
・
フ
ワ

l
ジ
ャ
時
代
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
特
権
と
し
て

い
る
が
、
買
は
チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
に
す
で
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
ζ

と
に
な
る
。

ァ
.
ア
ー
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
は
、

ト
ゥ
グ
ラ
ク
・
テ
ィ

ー
ム

l
ル
時
代
に
加
わ
っ
た
特
植
の
一
つ
に
、
罪
を
犯
し
て
も
九
世

代
の
後
に
至
る
ま
で
嗣
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
を
あ
げ
て
い
る
。

プ
ー
ル
・
フ
ァ
ズ
ル
自
身
も
こ
の
挿
話
の
最
後
で
疑
っ
て
い
る
が
、

ミ
I
ル
ザ

l
・
ハ
イ
ダ
ル
の
封
鹿
部
分
に
照
し
て
九
世
代
は
が
九
回
の

誤
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
買
は
秘
史
に
よ
れ
ば
、
す
で
に

チ
ン
ギ
ス
汗
時
代
に
行
わ
れ
た
特
権
で
あ
る
。
汗
の
面
前
で
の
座
位

が
他
の
持
軍
よ
り
も
一
弓
身
前
で
あ
る
特
権
、

千
戸
長
の
任
菟
棒
、

勅
令
書
に
印
章
を
捺
す
特
様
、

ま
た
十
回
目
の
犯
罪
に
封
し
て
、
審

聞
が
行
わ
れ
、
二
歳
の
白
馬
の
蹄
下
に
白
布
を
数
き
云
々
の
記
述
も

同
様
、
信
憲
性
は
と
も
か
く
、
元
明
時
代
の
中
央
ア
ジ
ア
の
ト
ル
コ

-
モ
ン
ゴ
ル
族
の
慣
習
に
つ
い
て
イ
ン
ド
の
ベ
ル
シ
ア
語
で
著
作
し

た
史
家
遠
の
停
え
る
ユ
ニ
ー
ク
な
報
導
で
あ
る
。

①註

回・
J

円
・
〈
F
L
-
B
E印
04
「
蒙
古
祉
曾
制
度
」
(
外
務
省
調
査
部
課
、
昭

和
十
六
年
)
一
五
九
、
二

O
四
、
二
一
六
、
二
六
二
、
二
七
二
、
三
七

六
、
三
八
四
、
四
二

O
頁
各
所
。

箭
内
亙
コ
充
代
の
官
制
と
兵
制
」
(
「
蒙
古
史
研
究
L

昭
和
五
年
)
七

九
四
|
五
頁
。

オ
ル
ホ

γ
碑
文
、

H
Z
M
M

二
宅
二
口

ω
z
に
み
え
る

gzs

(
口
町
・
ぐ
己
『
・
、
H，F
0
5
8
2
F
Rロロ片山
Oロ
凹
仏
巾
て
O
込町
o
p
出
色
ω
1

5
m
r
g
u
p
H∞um-
ヲ
目
白
)
・
男
児
阻
止
D
B
E
o
E
2
e
r
u
n
y
g

H口出
nF
己
問
問
。
ロ
号
円
玄
g
m
o
-
2
・
N
3
5
勺
三
官
"ω
門-
F
5
B
E
G
-

H∞
3
・
吋
員
同

(
Z
)
-
P
H
M
W
ω
m
w
H
ω

参
照
。

当
・
切
g
m
g
L
〉・

40
ロ
の
同
σ巳
旦
〉
g
q
t
m
n
y
R
H
ロ仏巾
H
N己

己
冊
口
明
，
出
口
『
開
g
gロ
ω
g
n
r巾ロ品目
H

吋口
H1rF
凹nr
巾吋己門町田口
-
H
，gaow

回同
一円]片岡

d

・]戸申
ωH
・〔
mCH〕

ω
・九日
ω・

。-E
o
n
r巾5

2
口
一
宮
二
件
巾
-
S
L
5
7
句

者

2
5
E同N
E
n
r

玄
白
河
】
ヨ
凸
仏
〉
]'r印刷勺
R
U
口
同
豆
、
出
口
戸
己
勺
幽
門
〉
マ
、
叶
口
同
ru
切巴《]田岡高田仲・

戸市
F旬
NFm-HUM∞・

ω
・]戸田∞・

ω-MD品・

白
鳥
庫
士
口
、
「
音
課
蒙
文
一
元
朝
秘
史
」

-76 -

② ① 

ア

① ③ ⑥ 

(
昭
和
十
八
年
)
巻
九
、
二
十
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⑦ 

三
b
1
二
十
六

a
、
四
都
叢
刊
本
容
九
、
二
十
四

a
|
二
十
六

b

珂
遁
世
「
成
吉
恩
汗
貫
録
」
(
明
治
四
十
年
)
三
六
四
頁
参
照
。

。・

HN-
∞
白
唱
【
同
四
口
山
吋
y
o

冨
O
ロ伺
o-
の}戸円
O
ロ片
-m
〉

-
E口
、
H，
o
r
m
r

d
5
2
E含
ロ
7
5
m
m
-
(
の白

E
S
S
E
-
E
R
Z
3
2
z
z
g

∞
p
m
)
玄
O
ロ問。-、

H，m
H
f

間
宮
・
(
司
・
会
)
吋

B
E
E
-
oロ
目
当

-
H
8
-

HωH・
。・

HN
・
回
担
当
仏
g
u
o
u
-
n
X
4
7向
。
ロ
問
。
-
吋
巾
H
r
m
H口
・
(
恒
恒
・

5
N

l
H
C
ω
)
吋円曲ロ】曲
C
O
ロ司・

50.

同・』・

ω円
}
岡
田
正
打
。

g
n
r
r
z広
島

町

H
0
2・
宮
口
口
問
。
-o
ロ
己
ロ
仏

F
H
O印

刷

JMH印
丹
市
ロ

y
g曲

目
白

u
ω
?

】

M
m
g
g
σ
E
H
F
H∞包・

ω
-
M
∞
日
・
江
質
謬
註

「
毅
古
源
流
」
(
昭
和
十
五
年
)
袋
入
、
一
七
六
頁
参
照
。
な
お
、
漢

諦
本
、
欽
定
蒙
古
源
流
」
容
八
、
十
四

a
は

「
其
時
、
都
爾
多
斯
土
歎
特
所
徐
之
大
小
諾
延
、
収
集
所
属
人
衆
、
乗

飢
脆
出
、
途
中
相
禽
、
途
務
博
達
台
楚
克
庫
爾
、
並
給
奥
首
先
斜
衆
撃

轡
之
薩
獲
洪
台
吉
、
銃
密
同
額
爾
克
徹
辰
洪
台
吉
、
封
篤
行
兵
則
執
務
前

行
・
圏
則
居
中
行
定
之
劃
岡
朝
、
其
大
小
諾
延
等
則
論
其
功
績
、
酌
量

加
恩
有
差
、
措
天
下
於
太
卒
、
一
如
前
日
駕
」
と
掴
押
し
て
い
る
。

新
唐
量
官
、
列
停
第
一
百
四
十
、
突
蕨
上
、
三

a
に、

「
突
阪
阿
史
那
氏
、
蓋
古
旬
奴
北
部
、
世
居
金
山
之
陽
、
臣
子
鴎
層
、

種
宜
間
繁
街
、
至
吐
門
途
彊
大
、
更
腕
可
汗
、
猶
草
子
也
、
妻
日
可
数
、

其
地
三
重
薄
潟
、
南
抵
大
漢
、
其
別
部
奥
兵
者
臼
設
、
子
弟
臼
特
動
、

大
臣
日
業
護
、
日
屈
律
吸
、
日
阿
波
、
日
倹
利
費
、
日
吐
屯
、
日
倹

斤
、
日
閤
洪
達
、
日
韻
利
護
、
日
逮
干
、
凡
二
十
八
等
、
皆
世
其
官
、

而
無
員
限
」
と
あ
り
、
突
蕨
の
大
臣
二
十
人
等
の
一
で
、
そ
の
官
位
は

世
聾
を
許
さ
れ
、
定
員
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
膏
唐
書
の
右
の

③ ③ ⑮ 

那

⑪ 

劇
劃
鹿
部
分
に
は
「
逮
干
」
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

遼
史
巻
一
二
ハ
、
園
語
解
、
七

b
k
、

逮
刺
干
、
懸
官
也
、
後
陸
副
使
、

麻
都
不
、
照
宮
之
佐
也
、
後
陸
時
局
令
、

馬
歩
、
未
詳
何
官
、
以
遠
刺
干
陸
震
之
、

と
あ
り
、
ま
た
周
語
解
「
麻
普
」
の
傑
(
十
六

a
)
に、

「
廊
普
、
郎
躍
脚
都
不
、
解
官
之
副
也
、
初
名
逮
剰
平
、
」

同
百
官
志
二
、
北
面
部
族
官
の
血
慨
に
、

「
大
部
族
石
烈

某
石
烈
・
夷
離
益
、
某
石
烈
麻
普
、
亦
白
馬
歩
、
本
名
石
烈
逮
剃
平
、

某
石
烈
牙
響
、
」

周
百
官
志
て
北
面
宮
官
、
十
二
宮
職
名
線
目
の
僚
に
色
、

「
某
石
烈

夷
離
差
、
本
名
孤
塁
馬
特
本
、
改
辛
変
、
曾
岡
元
年
升
、
麻
普
、
本

名
逮
刺
干
、
曾
同
一
万
年
改
、
牙
書
、
曾
同
元
年
置
、
」

と
ほ
ぼ
同
様
の
記
事
が
み
え
る
。
「
達
刺
干
」
と
は
蘇
の
副
使
た
る

「
廊
普
」
叉
は
「
馬
歩
」
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
太
宗
本
紀
、
曾
周

元
年
十
一
月
の
僚
に
、
「
豚
逮
刺
干
潟
馬
歩
」
と
あ
っ
て
、
と
の
年
に

行
わ
れ
た
官
制
改
革
の
結
果
、
「
逮
刺
干
」
は
「
馬
歩
」
と
改
稽
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
遼
史
の
編
者
は
豚
と
い
う
漢
風
の
表
現
を
し
て
い
る

が
、
百
官
志
二
、
北
面
部
官
の
僚
に
、
「
剖
刺
蘇
也
、
調
里
郷
也
、
」
と

あ
る
よ
う
に
、
契
丹
の
部
族
組
織
の
下
級
車
位
、
「
石
烈
」
の
こ
と
を

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
契
丹
の
「
遼
刺
干
」
(
笹
吋

R
H
S
)

と
は
部
皆
既
組
織
の
下
級
単
位
「
石
烈
」
の
副
官
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ

た。
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